
1 

無回答

5.0%

25.1

30.3

30.6

33.4

41.2

48.3

52.1

61.3

61.5

71.2

75.8

0% 50% 100%

騒音・振動対策

環境教育・学習

生物多様性の保全

景観の保全

水質汚濁対策

大気汚染対策

緑や水辺の保全

食の安全・食育

防災・減災対策

ごみの減量・リサイクル

地球温暖化対策

9.0 

21.0 

28.9 

32.4 

35.4 

41.9 

47.8 

52.8 

58.4 

30.2 

26.2 

29.6 

39.5 

38.7 

34.4 

29.8 

29.3 

29.2 

45.9 

29.2 

24.9 

21.5 

18.3 

17.0 

15.2 

12.5 

8.8 

13.6 

22.5 

15.4 

5.4 

6.5 

5.5 

6.1 

3.3 

2.6 

1.4 

1.2 

1.2 

1.2 

1.2 

1.2 

1.1 

2.1 

1.1 

0% 50% 100%

環境についての情報が収集できたり、学んだりできている

農に親しむ場や機会がある

川や池など親しみを感じる水辺空間がある

集積場所のごみ散乱やポイ捨てなどがなく清潔できれいなまちである

草木や花、昆虫や魚、鳥などさまざまな生き物がいる環境がある

大気汚染や騒音、臭いなどの心配がなく快適に暮らせている

徒歩や自転車、公共交通での移動がしやすいまちである

気候変動による影響が表れている

公園や街路樹、里山など緑を感じられる場所がある

2021 年度 環境に関する市民意識調査の結果（概要） 

横浜市では、2021年７月に市内在住の16歳以上 3,000人を対象に、環境に関する意識調査を実施しました。

調査結果は、環境管理計画や市の中期４か年計画に掲げた目標・施策の進捗評価や環境施策の基礎資料として

活用します。 

◆調査結果 

１ 環境や環境の取組への関心について 
・環境や環境の取組に「関心がある」人は 86.9％ 

・関心がある項目の上位は、「地球温暖化対策」、「ごみの減量・リサイクル」、「防災・減災対策」、    

「食の安全・食育」の４項目で、４か年で変化なし 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 身のまわりの環境について 
・「公園や街路樹・里山など緑を感じられる場所がある」と感じている人は、87.6％※で最多 

・「気候変動による影響が表れている」と感じている人は 82.1％※で、「夏の暑さの激しさ」、「雨の降り

方や風の激しさ」に影響が表れていると感じる人が８割以上 
※「そう思う」・「少しそう思う」人の割合の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n = 1,472） 

無回答 そう思う 

関心がある 

86.9% 

（n = 1,279） 

（n = 1,472） 

問１-A 関心がある項目を教えてください 

（○はいくつでも）【問 1 で「関心がある」と答えた人のみ】 

 

関心がない 

8.1% 

 

問１ 環境や環境の取組に関心がありますか 

（○は一つ） 

少しそう思う 

 

そう思わない 

あまりそう思わない 

問５ 次にあげる身のまわりの環境についてどのように感じていますか（それぞれに○は一つ） 
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※「アイドリングストップなど、エコドライブを実践する」は「運転しない（n=609）」を除外している (n=863) 

「徒歩や自転車、公共交通機関での移動を心がける」は｢車を持っていない（n=437）｣を除外している（n=1,035） 

 

11.8 

19.0 

21.9 

33.6 

49.7 

51.0 

59.0 

63.4 

72.5 

73.8 

76.5 

85.0 

85.4 

86.7 

90.6 

94.0 

82.5 

74.9 

72.8 

60.8 

42.8 

44.2 

35.7 

27.3 

22.7 

21.4 

18.2 

10.5 

9.9 

8.5 
4.6

1.3 

5.7 

6.0 

5.3 

5.6 

7.5 

4.8 

5.2 

9.3 

4.8 

4.8 

5.3 

4.6 

4.7 

4.8 

4.9 

4.7 

0% 50% 100%

環境保全のために寄付又は募金をする

環境に配慮した電力会社を選んで契約している

横浜産の野菜や果物を選んで購入する

環境に優しい製品・商品を選んで購入する

徒歩や自転車、公共交通機関での移動を心がける

花や木、野菜、緑のカーテンなどの植物を育てる

公園や森、水辺など身近な自然環境とふれあう

アイドリングストップなど、エコドライブを実践する

使い捨てのプラスチック製品をできるだけ使わない

排水口に油（揚げ油やお皿についた油など）を流さない

省エネ型の家電や照明器具（LEDなど）を使う

電気やガス、水のムダづかいに気をつける

食べ残しや食材のムダ（食品ロス）を減らす

マイバッグ、マイボトル、簡易包装などでごみを減らす

近隣への悪臭、騒音などに配慮する

ごみをきちんと分別して出す

SDGsに貢献する行動に、取り組んでいる 58.1% 

３ 環境にやさしい行動（＝環境行動）の実践状況について 
 環境行動の実践 
 ・例年と比較して、多くの項目で傾向に変化なし 

・プラスチックごみ削減に向けた環境行動として、「マイバッグ、マイボトル、簡易包装などでごみを

減らす」は、86.7％の人が実践、また、「使い捨てのプラスチック製品をできるだけ使わない」は、

昨年度（66.3％）から６ポイント、一昨年（52.2％）からは 20 ポイント増加して、72.5％の人が実践し

ており、日常生活に定着した行動となりつつある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 SDGsの取組 
・「SDGs」という言葉の認知度※は 76.1％で、10 代から 50 代では、「言葉の意味を知っていた」人の  

割合は、５割を超える 

・言葉の意味を知っていた人のうち、「SDGsに貢献する行動に、取り組んでいる」人は 58.1％で、この

うち「より積極的に取り組むようになった（20.8％）」人は、「何をしたらよいかわからない（34.6％）」

人と比較して、問２で聞いた「環境にやさしい製品・商品を選んで購入する」は約 20 ポイント、  

「環境に配慮した電力会社を選んで契約している」は約 13 ポイント高く、日常生活で一歩踏み込ん

だ環境行動をしている傾向がある 

※「説明を読む前から言葉の意味を知っていた」・「意味は知らなかったが、聞いたことがあった」人の割合の合計  

（n = 1,472） 

していない 

 

（n = 1,472） 

している 

 

無回答 

 

問２ 普段、次にあげる個人でできる環境行動をしていますか（それぞれに○は一つ） 

説明を読む前から 

知っていた 

50.3% 

意味は知らな

かったが、 

聞いたことが

あった 

25.8% 

聞いたことがなかった 

20.4% 

 

無回答 3.5% 

（n = 740） 

問 12 「SDGs」という言葉の意味を知

っていましたか（〇は一つ） 

問 12-A 「SDGs」を知って、考えや行動に変化は 

ありましたか（〇は一つ） 

【問 12で「説明を読む前から知っていた」と答えた人のみ】 

 

20.8 37.3 34.6 5.9 1.4 

0% 50% 100%

より積極的に取り組む 

ようになった 

以前から取り

組んでいた 

SDGsに貢献する行動として、 

何をしたらよいかわからない 

その他 

無回答 
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8.4 8.4 42.1 38.2 3.0 

0% 50% 100%

４ 新型コロナウイルス感染症の影響による環境行動や環境に関する考え等の変化について 
・１年以内に環境活動に「参加した」人は 8.4％と、昨年度（13.3％）から５ポイント減少した一方、 

「以前は参加していたが、新型コロナウイルス感染症の影響で活動が実施されなかった・参加しなか

った」人は 8.4％であり、環境活動が制限された状況がうかがえる 

・ここ１年間で、身近な自然環境に関する「考えや行動に変化がない」人は４割いる一方、      

「公園や緑地、水辺の大切さを感じるようになった（32.2%）」や「自宅などで、花や緑を飾ったり、

育てたりするようになった（26.6%）」など、自宅や地域で過ごす時間が増え、そうした時間を自然と

の関わりにあてている状況がうかがえる 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

５ 環境活動や環境活動団体への参加場所について 
・「住んでいる地域内」で、環境活動や環境活動団体に参加したことがある・参加したい人は、69.9％ 

・10 代から 30 代では、「住んでいる地域外」、「住んでいる地域内・外の両方」と回答した人の割合が

その他の年代と比較して多く、学校や職場等、参加する場の範囲が広いことがうかがえる 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n = 1,472） 

参加した 

 

参加したことはないが、機会があれば参加したい 

 

参加したことはない、 

参加したいと思わない 

 

問３ ここ１年間に環境活動や環境活動団体に

参加しましたか（〇は一つ） 

無回答 

 

以前は参加していたが、新型コロナウイルス感染症の 

影響で活動が実施されなかった・参加しなかった 

問 11 ここ１年間で、身近な自然環境に関する 

考えや行動に変化はありましたか 

（〇はいくつでも） 

（n = 1,472） 

【参考】問３ 2020年度の調査結果 

13.3 37.7 45.5 3.5

0% 50% 100%

（n = 1,616） 

問３-A 参加したことがある場所や、参加したい場所はどこですか（〇は一つ） 

【問３で「参加したことはない、参加したいと思わない」と答えた人以外】 

 

※地域とはおおむね、住んでいる区内とする 

1.8 

4.3 

8.3 

8.7 

8.8 

22.4 

26.6 

32.2 

40.8 

0% 25% 50%

無回答

その他

外来生物に関心を持つようになっ

た

昆虫や魚、鳥などの生き物を観

察・飼育するようになった

自宅や市民農園などで、野菜を育

てるようになった

公園や緑地、水辺を利用する機会

が増えた

自宅などで、花や緑を飾ったり、

育てたりするようになった

公園や緑地、水辺の大切さを感じ

るようになった

考えや行動に変化はない

69.9 8.5 17.0 3.7 

0% 50% 100%

住んでいる地域内 

 

住んでいる地域外 

 

住んでいる地域内・外の両方 

 

無回答 

 

その他 0.9 

 

82.3 

84.2 

67.4 

67.8 

68.4 

66.3 

54.9 

28.6 

69.9 

0.0 

2.9 

7.1 

7.8 

4.5 

19.8 

15.5 

52.4 

8.6 

6.5 

8.8 

20.6 

18.9 

23.3 

14.0 

25.4 

19.0 

17.0 

1.6 

0.6 

2.1 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

9.7 

3.5 

2.8 

3.9 

3.8 

0.0 

4.2 

0.0 

3.6 

0% 50% 100%

80歳以上(n=62)

70～79歳(n=171)

60～69歳(n=141)

50～59歳(n=180)

40～49歳(n=133)

30～39歳(n=86)

20～29歳(n=71)

16～19歳(n=21)

全体(n=865)

住んでいる地域内 

 

住んでいる地域外 

 

住んでいる地域内・外の両方 

 
その他 

 
無回答 

 

（n = 866） 
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利用したい・すでに利用している 60.2% 

51.0 30.8 12.1 2.1 

0% 50% 100%

利用したい・すでに利用している 

【参考】問６ 2020年度の調査結果 

６ 物をレンタルやシェアで利用することに対する考えについて 
 ・物をレンタルやシェアで利用することについて、「利用したい・すでに利用している」人は 60.2％ 

 ・「利用したい・すでに利用している」人は、年代が下がるほど多く、40 代まででは７割を超える一方、 

「利用したくない」人は、概ね年代が上がるほど多く、70 代では約半数の 48.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

７ 市の環境の取組について 
 脱炭素社会の実現に向けて 
 ・「脱炭素化」という言葉の認知度※は81.8％で、昨年度（52.6％）から約30ポイント増加。政府や企業等で

の動きの加速・報道等から、脱炭素化に関する情報を耳にする機会が増加したと考えられる 

 ・「地球温暖化対策」の取組について、「将来の安全・安心につながるもの」と考える人が 87.4％で

最多となるなど、地球温暖化対策が概ね前向きに捉えられている 

※「説明を読む前から言葉の意味を知っていた」・「意味は知らなかったが、聞いたことがあった」人の割合の合計 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

  

問８ 「地球温暖化対策」の取組について、 

あなたの考えに近いものはどれですか 

（〇はいくつでも） 

問６ 「脱炭素化」という言葉の意味を知って

いましたか（○は一つ） 

無回答 

（n = 1,472） 

問４ 物をレンタルやシェアで利用することについてどのように考えますか（○は一つ） 

 

わからない 4.0 

説明を読む前から知っていた 

 
意味は知らなかったが、聞いたことがあった 

聞いたことがなかった 

 

（N = 1,472） 

54.9 30.3 
3.9 

0% 50% 100%

積極的に、 

利用したい・すでに利用している 

 物によっては、 

利用したい・すでに利

用している 利用したくない 
その他 5.6 

 
無回答 

 

1.2 

2.8 

2.2 

0.3 

11.2 

25.1 

31.7 

87.4 

0% 50% 100%

無回答

その他

わからない

自分には関係のないもの

我慢を強いる・金銭面での負担に

なる

地域経済成長につながるもの

暮らしの質の向上につながるもの

将来の安全・安心につながるもの

（n = 1,472） 

27.0 25.6 42.1

0% 50% 100%

利用したくない 

（n = 1,472） 

その他 

 

6.8 

4.0 

2.3 

5.5 

5.6 

8.1 

9.0 

5.4 

5.5 

35.0 

37.9 

59.9 

63.1 

66.7 

65.8 

67.2 

70.3 

57.3 

37.6 

48.0 

33.6 

27.0 

24.8 

24.2 

23.0 

24.3 

31.5 

20.5 

10.1 

4.1 

4.4 

3.0 

1.9 

0.8 

0.0 

5.7 

0% 50% 100%

80歳以上(n=117)

70～79歳(n=248)

60～69歳(n=217)

50～59歳(n=274)

40～49歳(n=234)

30～39歳(n=161)

20～29歳(n=122)

16～19歳(n=37)

全体(n=1,410)

5.3 

（n = 1,616） 

4.8 

0.5 
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49.3 28.6 19.4 0.8 

0% 50% 100%

【参考】問９ 2020年度の調査結果 

43.8 24.5 28.6

0% 50% 100%

 生物多様性・身近な自然に求めるもの 
・「生物多様性」という言葉の認知度※は、昨年度（68.3％）から約 10 ポイント増加して 77.9％で、 

全年代で増加 

・「身近な自然が持つ力やその恵みのうち、暮らしやまちづくりに求めるもの」は、昨年度同様、        

「気温の上昇を抑える・木陰を作る（74.8％）」が最多で、次いで「空気や水を浄化する（70.7%）」、

「健康・癒し（56.4%）」と続く 

※「説明を読む前から言葉の意味を知っていた」・「意味は知らなかったが、聞いたことがあった」人の割合の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調査概要 
 期間：2021年７月５日（月）～７月 26日（月） 

（緊急事態宣言発令期間中） 
 対象：16歳以上の市民 3,000人 

（住民基本台帳から無作為抽出） 
 方法：郵送による無記名調査 
 回答：1,472人（回収率 49.1％） 

（n = 1,472） 

説明を読む前から知っていた 

 

問 10 身近な自然が持つ力やその恵みの 

うち、暮らしやまちづくりに求める 

ものはどれですか（○はいくつでも） 

問９ 「生物多様性」という言葉の意味を 

知っていましたか（○は一つ） 

意味は知らなかったが、聞いたことがあった 

   

   

  

聞いたことがなかった 

 

無回答 

（n = 1,472） 

16～19 歳 

2.5％ 
20～29 歳 

8.5％ 

30～39 歳 

11.0％ 

40～49 歳 

16.2％ 

50～59 歳 

18.9％ 

60～69 歳 

15.1％ 

70～79 歳 

18.2％ 

80 歳以上 

9.1％ 

無回答 

0.4％ 

わからない 2.0 

21.5 

24.8 

30.2 

30.9 

32.4 

45.9 

55.5 

56.4 

70.7 

74.8 

0% 50% 100%

人との交流の場

環境教育の場

微生物の働きで物質を循環させる

地域の魅力・価値を向上させる

新鮮な農畜産物を提供する

浸水被害を減らす

生物の生息・生育の場

健康・癒し

空気や水を浄化する

気温の上昇を抑える・木陰を作る

（n = 1,616） 

2.5 

0.6 
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